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伊藤・窪田・森脇82
との苦言も呈している。
以上に述べてきたように、著者は野球の技術よ
りも、選手の人間的な成長に重きを置いている。
それは自身に「人間的成長なくして技術的成長な
し」という信条があるためである。選手が十人十
色なら、選手を伸ばすためのアプローチも十人十
色である。そのために指導者には、先入観や固定
観念の一切を排して選手を観察し、よく「気づく」
能力が必要なのである。 そしてそこからさらに
各々に適切なアプローチをもって「気づかせる」
ことが求められる。選手をよく観察する、一見し
て簡単なことでありながら、ほとんどの指導者が
おろそかにしがちな部分である。「気づかせる」
ための方法を説く指導書は多いが、「気づく」こ
との重要性を説く指導書は数少ない。再生の極意
はまさに「気づき」にある。
「自分の力はこんなものです…」。そうして下を
向いていた人間が、目を輝かせて活躍するように
なれば、まさに指導者冥利に尽きるのではないだ
ろうか。選手のレベルアップを促す多くの技術書
とは異なり、本書は指導者のスキルアップを喚起
する新しい技術書である。自身の指導法に疑問を
持つ指導者。成績の伸び悩む生徒を支援したい教
師。そんな方々にぜひ一読していただきたい一冊
である。
